
No.168/Dec. 2014　音響技術 59

〈会員の頁〉

4. �「Ｑ＆Ａ」コーナー

Ｑ：遮音壁の表面に高性能の吸音材料を張ると遮音性
能は向上しますか．
Ａ：吸音性能は，吸音材料が吸収した音を示したもの

ではなく，吸音材料に入射する音がどのくらい反射
しないかを表したものです（下式）．

吸音性能＝入射音−反射音
入射音

図１の例では

吸音性能＝100−50
100 ＝0.5＝50％

となります．
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図１　遮音と吸音の関係

また図２の全面開放の窓の場合は，窓に入射する
音が全部透過して反射しませんので（反射音ゼロ），
吸音性能は100％となります．

一方遮音性能は，窓に入射した音が100％透過し
ますので遮音性能はゼロです．

このように，例え吸音性能が大変優れていても，
遮音性能が優れるとは限りません．

壁の表面にグラスウールなどの吸音材料を張る
と，吸音材料を張った部屋の吸音性能（吸音力）は向
上しますが，グラスウールなどの吸音材料には遮音
性能がほとんどないので，遮音性能はほとんど変化
しません．

但し，乾式二重壁の中空部にグラスウールなどの
吸音材料を挿入すると，二重壁の二つの壁間に働く
空気ばねの影響を緩和し，遮音性能が３～10dB程
度（１～２ランク程度）向上します．
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①二重壁の表面にグラス
　ウールを張る

①よりも②のほうが遮音性能が３～10dBほど向上する．①でのグラス
ウールは遮音性能に役立たない．

②二重壁の内部にグラス
　ウールをセットする

図３　乾式二重壁への吸音材のセット方法（水平断面）
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図２　開放窓は遮音性能がゼロで吸音性能が100％


